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■校長式辞

上五島高校７０回生となる新入生の皆さん、入学おめ

でとう。春爛漫。上五島の山々も鮮やかな新緑に彩られ、

海が碧々と煌めくこの佳き日に、第７０回入学式を挙行

できますことは、私ども教職員にとりまして大きな喜び

です。

ただいま石司剛輝以下、普通科６６名 電気情報科１５名 合計８１名に入学を許可いたしました。

上五島高校は学校をあげて皆さんの入学を心から歓迎します。また、保護者の皆様方におかれまして

は、真新しい制服に身を包んだ晴れ姿をどんなにか嬉しく心待ちにしておられたかと推察いたします。

お子様の入学を心よりお喜び申し上げます。

さて、新入生の皆さん、皆さんは本日ただ今より晴れて上五島高校の一員となったわけです。 皆

さんが今日から通うこの上五島高校は、今年創立７０周年の節目の年を迎えます。本校は日本が、戦

後復興の兆しを見せ始めた昭和２７年、明日の郷土を担う人材を育成すべく、地元の方々の熱い情熱

と御協力によって開校した、県下有数の伝統を誇る学校です。それはまさにこの上五島の地に、学び

の灯をともさんとした当時の人々の情熱と熱い思いの現れであり、皆さんが本校へ入学するに当たっ

ては、地域の方々が本校に寄せる信頼と期待の大きさをまずはしっかりと受け止め、上高生としての

自覚を持って高校生活を送ってほしいと思います。

そのために 皆さんが高校生活を始めるにあたり、ぜひやってほしい二つのことを述べておきます。

一つ目は、「『生きる力』を付ける」ということです。ここでいう「生きる力」とは本校の校訓「進

取」を実現する三本柱の三領である「学力」「体力」「心」のことであり、「自律」する力です。

高校は、皆さんが考えるように勉強するところであるのは間違いありません。しかし、高校

は勉強だけでなく、部活をし、友達と楽しく会話し、様々な行事をやる。つまり勉強以外に

も、高校という集団生活の中で多くのことを経験し学ぶところでもあるのです。

皆さんのほとんどが卒業後、就職や進学で島外へ出ることになります。つまり３年後には生活のす

べてを自分のコントロールのもと、日々を送るようになるのです。だからこそ高校は、社会へ出る前

に自分を成長させる場であってほしいのです。高校生という保護者に守られ、学校に守られて育てら

れている今のうちに、様々なことにチャレンジし、学び、成長していきましょう。そんな

日々の中で、喜びや悔しさ、努力と経験を積み重ねた時に、高校生活は一生の思い出として

強く心に残っていきます。

二つ目は「ふるさと上五島に誇りと愛情を持ち続ける」ということです。皆さんはこれまでの１５

年間、親や地域の方々という愛情あふれる環境に囲まれて育ってきました。これまでをふり返ってみ

れば、その時々に地域や保護者の皆様の助けがあって、今の自分が形作られていることがわかると思

います。しかし、今、上五島は人口減少をはじめとした多くの課題を抱えています。その課題を解決

できるのは、若い皆さんの熱い情熱であり柔軟な発想です。この素晴らしい郷土を知り、郷土を愛す。

そして上五島で育ったことを誇りに思える人であり続けてください。以上「「生きる力」を付ける」、

「ふるさと上五島に誇りと愛情を持ち続ける」という二つをしっかりと心に刻み、上高生としての誇

りをもって人間的な成長を成し遂げていってください。

皆さんが活躍する社会はこれまで以上に変化のスピードも速く、予測困難な社会になるといわれて

います。だからこそ、この上高での３年間で、自分について、ふるさと上五島について、そして世界

について学ぶことの意味、その楽しさを経験してほしいと思っています。１９９２年 バルセロナオ

リンピックで金メダルを取られた柔道の古賀稔彦さんは、このような言葉を残されています。「夢の

実現のために大事なのは、日常生活の中で、挨拶をはじめ、当たり前のことを当たり前のようにでき

る自分であることだと思います」と。厳しい練習や特別な取り組みがないと人は成長しないのではあ

りません。学び、成長するためには「凡事徹底」。つまり朝のさわやかな挨拶、毎日の授業、友達と

の会話、親への感謝、自分がやるべきことを当たり前にやることが大事なのです。

さあ、皆さんは７０回生という上五島高校の大きな節目の入学生として、今の決意と喜びを忘れず

高校生活に全力で取り組んでほしいと思います。どんなに小さなことでも、自ら取り組めば 必ず皆

さんを成長させてくれます。

これから待っている高校生活で、小さくてもいい、いろんな色があってもいい、自分なりの光を見

つけてください。本校の先生方も皆さんを全力でバックアップします。皆さんがこの上五島高校で心

身ともに逞しく成長されることを祈念して式辞といたします。

７０回生の皆さん入学おめでとう。皆さんの入学を心から歓迎します。

令和３年４月８日

長崎県立上五島高等学校長 古賀 巖

上高は今年度創立７０周年を迎えます



20日(木)
25日(火)
26日(水)
27日(木)
31日(月)

3日(月)
4日(火)
5日(水)
6日(木)
9日(日)
10日(月)
13日(木)
14日(金)

憲法記念日
みどりの日
こどもの日
考査時間割発表
PTA総会・生徒総会
振替休日（5/9分）
１学期中間考査（2・3年のみ）
１学期中間考査・PTA総会報告会①

歯科検診・ PTA総会報告会②
耳鼻科検診（１年）
眼科検診
開校記念日
振替休日（6/5分）

５月９日（日）
PTA総会

学校へのお越しを
お待ちしております！

PTA・母の会総会
学年PTA
学級懇談会

１３：００～
１５：１０～
１５：４０～

■５月の行事予定

←上五島高校の最新情報はこちらから。または下のホームページアドレスまで。

ホームページを随時更新中です!!
http://www2.news.ed.jp/section/kamigoto-h/index.html

６９回生の皆さん、進級おめでとうございます。新年度が始まって２週間ほど経ちまし
たが、新しいクラスにもそろそろ慣れてきた頃でしょうか。４月８日の学年集会で皆さんに
伝えたことを覚えていますか？「後輩に背中で語れるカッコいい先輩を目指そう。」です。
その時示したかっこいい先輩像を改めて振り返ります。
その①「毎日の学習サイクルが確立している。」
その②「安易に学校を休まない。」
その③「日々の部活動に全力で汗を流す。」

いわゆる中だるみ学年ではなく、学校の中堅・中核・中心学年として日々目の前の学習や部
活に全力で取り組んでいきましょう。６９回生の皆さんならできるはずです。

７０回生の皆さん、改めて上五島高校へのご入学おめでとうございます。入学して２週
間が過ぎ、授業や部活動も本格的に始まりました。生活のリズムは確立できたでしょうか。
毎日の起床時間、勉強開始時間、就寝時間を固定させ、みんなに平等に与えられた１日２４
時間という時間を大切に使ってください。最初の学年集会でも話をしたように、みなさんに
は、自分の頭でしっかり考え行動できる人になってほしいと考えています。学習に、部活動
に、学校行事に全力投球し、充実した高校生活にしましょう。保護者の皆様、これから１年
間、学年活動へのご理解とご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

決断と勝負の１年が、いよいよスタートしました。皆さんは進路でも部活動でも、そして

様々な行事においても重要な決断を迫られます。決断するには、その時までに自分自身が積
み上げてきたことや、周りの人たちからのアドバイスを生かすことが大切です。是非、自分
自身を高めると同時に、たくさんの人と話をして自分を広げる１年にして欲しいと思います。
そして、本や新聞記事（や募集要項）などの文章を読んで、自分自身の糧にしてください。

新入生代表山中咲和さんによる宣誓

81名の新入生が、上高での新しい生活をスタートさせました。


